
     復興支援活動の記録 
       ・鍼灸マッサージボランティア 

       ・ 平成２５年３月２４日：:福島県会津若松市錦町町内会館  

       ・報告者 陽だまり‘はり・きゅう’治療室  中野朋儀 

車窓からの磐越自動車道 



会津若松市内の町並み

です。 

信号機が縦になってます。

降雪対策でしょうか・・・ 



若松城（鶴ヶ城）跡 



鶴ヶ城（若松城）天守閣 



大河ドラマ「八重の桜」効果でしょうか・・・ 

朝から観光客で賑わっていました。 



・活動場所の錦町町内会館 

 です。 

・浪江会の方々が朝から準  

 備をしてくださいました。 

天気よく、暖かな陽気でした。 

今年は雪解けが早く、ほとんど 

雪は残っていませんでした。 



   平成２５年３月２４日（日） 

・活動場所：会津若松市錦町町内会館 

・活動時間：１０：００～１５：００ 

・活動人数：４名 

・施術者数：新患１９名（大熊町３名・すずらん会４名） 

         再診１５名      

・３月２４日に７巡目の一時帰宅が行われていましたが、「浪江会」の方々「す   

 ずらん会」（錦町住民）の方々が施術を受けに来ていただけました。4月から  

 は「浪江町通行証」により、立ち入りができるようになるようです。 

・「原発事故で設定された警戒区域が４月に再編され、年間積算放射線量に  

 より帰還困難、居住制限、避難指示解除準備の３区域に再編される。線量  

 が比較的低い避難指示解除準備と居住制限区域は住民の立ち入りが自由 

 になるため、町は区域内で体調不良や急病の際、対応できる医療施設が必 

 要とされている。 」（福島民報HPより） 


